
昨
年
12
月
末
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
が
長
崎
を

訪
れ
「
核
兵
器
は
、
国
家
の
安
全
保
障

へ
の
脅
威
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
、
核
廃
絶
に
向
け
た
演
説

を
し
、
多
く
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

作
る
に
は
、
世
界
的
な
連
帯
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
日
本
は
国
連
の
核
兵
器

廃
絶
条
約
に
賛
同
せ
ず
、
大
問
題
で
す
。

知
立
市
は
２
０
１
０
年
に
「
平
和
都
市

宣
言
」
（
全
員
賛
成
で
議
決
）
を
行
い
、

「
核
兵
器
の

廃
絶
と
戦
争

の
な
い
平
和

な
世
界
実
現

に
貢
献
す
る
」

と
誓
い
ま
し

た
。

日
本

共
産
党
知
立

市
議
団
は
一

貫
し
て
平
和
行
政
・
教
育
の
充
実
を
提

案
。
現
在
、
各
校
で
の
「
戦
争
体
験
を

聞
く
会
」
な
ど
実
現
し
ま
し
た
。
共
産

党
の
平
和
教
育
の
質
問
に
教
育
長
は

「
地
球
規
模
で
他
者
を
尊
重
し
、
理
解

す
る
相
互
理
解
・
尊
重
の
精
神
を
学
ぶ
。

知
立
市
は
外
国
籍
児
童
生
徒
が
多
い
な

か
い
で
、
お
互
い
の
生
活
や
文
化
の
違

い
を
学
べ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
日
本

国
憲
法
前
文
で
は
「
平
和
を
愛
す
る
諸

国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ

れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と

決
意
し
た
」
と
あ
り
、
そ
の
重
み
を
受

け
止
め
る
実
践
が
大
切
で
す
。

太
平
洋
戦
争
か
ら
73
年
余
が
経
ち
、

戦
争
経
験
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
次
世

代
の
継
承
が
大
き
な
課
題
で
す
。
共
産

党
は
か
ね
て
か
ら
「
広
島
へ
の
代
表
児

童
生
徒
の
派
遣
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
20
年
度
市
予
算
要
望
に
対
し
、

昨
年
度
同
様
に
「
今
後
の
研
究
課
題
」

と
回
答
。
み
よ
し
市
が
「
中
学
生
平
和

学
習
広
島
派
遣
事
業
」
と
し
て
、
16
年

度
か
ら
毎
年
８
月
に
実
施
。
「
市
の
将

来
を
担
う
青
少
年
が
、
実
際
に
広
島
市

を
訪
問
（
略
）
、
平
和
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
」
と
説
明
、
知
立
市

で
も
「
派
遣
事
業
」
が
望
ま
れ
ま
す
。

知
立
市
平
和
都
市
宣
言
で
は
「
市
民

が
願
う
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
は
、

平
和
な
く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
明

記
、
宣
言
後
、
市
は
全
国
平
和
首
長
会

議
に
加
盟
し
ま
し
た
。
会
議
は
毎
年
、

総
会
を
開
催
、
平
和
事
業
の
交
流
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
知
立

市
は
毎
年
欠
席
。
共
産
党
は
18
年
12
月

議
会
で
、
市
長
に
総
会
へ
の
出
席
を
要

求
。
こ
れ
に
「
近
隣
市
の
出
席
し
た
市

長
の
話
を
聞
き
、
行
く
か
ど
う
か
は
勉

強
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
19
年

度
も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
和
宣

言
の
と
お
り
、
市
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ

た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

か き つ ば た ２０２０年 ２月 ９日 ＮＯ．２０２３

｢平和を愛する人間｣は市の教育目標

子どもたちに平和を学ぶ機会提供を

◎毎週土曜日 午前10～12時

(一人30分まで）

◎場所:日本共産党知立事務所

（知立市牛田町牛田境26－5）
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⇒
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日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
は
市
へ
の
２
０
２
０
年
度
予
算
要
望
で
平

和
教
育
の
一
層
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。
①
市
主
催
の
平
和
祈
念
式
に
、

す
べ
て
の
小
中
学
校
か
ら
児
童
生
徒
代
表
を
派
遣
、
②
中
学
生
代
表
を

広
島
原
爆
資
料
館
に
派
遣
し
、
平
和
学
習
を
す
る
機
会
の
提
供
な
ど
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
、
平
和
教
育
を
「
『
平
和
を
愛
す

る
人
間
』
を
育
て
る
こ
と
」
が
教
育
の
大
き
な
目
標
と
し
、
今
後
の
検

討
課
題
と
回
答
し
ま
し
た
。
知
立
市
平
和
都
市
宣
言
の
理
念
を
活
か
し

た
行
政
の
一
層
の
推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
「被
爆
地
・広
島
へ
の
児
童
生
徒

の
派
遣
」提
案
に
市
は
「研
究
課
題
」と
回
答

平
和
教
育
は
文
化
の
違
い

を
尊
重
す
る
心
を
育
て
る

平和の

継 承

未
来
に
生
き
る
子
ど
も
へ

戦
争
の
悲
惨
を
伝
え
る
教
育

平
和
事
業
は
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
い
う
認
識
を

市
役
所
４
階
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
、
平
和
市
長
会
議

加
盟
証
（
上
）
と
、
知
立
市
平
和
都
市
宣
言
（
下
）


